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研究成果の概要（和文）：本研究では、大学生のキャリア発達に焦点化した自己形成構造が、大学ランクにより
差異があることを明らかにした。中堅大学の学生を軸に、難関大学の学生及びインドネシアの大学生と比較検討
した。
成果として第1に、中堅大学の学生が就職活動を終了するまでのキャリア発達過程を明らかにした。第2に、省察
的自己覚知を刺激するとキャリア発達が促進されるのではないかと仮説を立て、開発したワークショップを用
い、中堅大学の学生対象に実験的検証を行った。学生のキャリア発達と認知方略の関連が示された。第3に、中
堅大学の学生、難関大学の学生、インドネシアの大学生のキャリア発達モデルを比較した。自己形成構造の差異
が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study examined the differences of the self formation structure from the
 perspective of career development among the students with dissimilar academic achievements. Focused
 on the students attending middle-ranked universities, the students attending a highly selective 
university and Indonesian universities were compared.
The following outputs were obtained. Firstly, the process of career development of the students 
attending middle-ranked universities was found. Secondly, we developed a workshop which stimulated 
the participants’ reflective self-awareness. Using the workshop, we conducted experimental research
 to estimate whether the stimulation on the reflective self-awareness might promote career 
development. Some relations between the career development and reflective strategies were shown. 
Thirdly, the differences of career development models among the students of middle-ranked 
universities, a highly selective university, and Indonesian universities were suggested.

研究分野： 社会心理学

キーワード： キャリア発達　中堅大学　アイデンティティ　個別性　省察的自己覚知　複線径路等至性モデリング　
インドネシア

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
中堅大学の大学生のキャリア発達の特徴を明らかにしたことによって、大学のキャリア教育への視点を提供した
ことに社会的意義は大きい。中堅大学の学生は、相互理解性は高いが、個別性（独立性）の感覚が、選抜制の高
い大学生と異なり稀薄な傾向がある。日本の就社社会では、組織力の面では、相互理解性の高さは適応的である
ととらえることができるかもしれない。しかし、アフターコロナにおいて、社会で求められる就業がジョブ型に
移行された場合、中堅大学のキャリア教育においては、個別性・独立性の醸成に力を入れる必要があるだろう。
今後、認知心理学のアプローチによるキャリア発達研究の必要性が明示されたことも、学術的に意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ジェネラリストを求める日本企業の大学新卒雇用では、大学で学んでいる専門性と職業

との関連が希薄であり、それゆえに大学生にとってはキャリア選択に困難さが伴う。理系学
生は、専門性が生かされる就職先にたどり着く可能性はあるが、文系の学生は大学で学んだ
専門性がそのまま企業での配属先に生かされるとは限らない。 
日本の大学生のキャリア選択やキャリア発達の研究は、大学生を一括りに扱ってきた。し

かし高等教育への進学率が 81.5％（文部科学省, 2018）となり、18歳人口に対して大学数
が供給過剰となっている現状に伴い、入学時に求められる偏差値は大学によりかなりの多
様性がある。選抜性の高い大学から、入学後にリメディアル教育が必要な大学まで幅が広い。
本研究では、一般的に就職に有利とされている国公立大学や難関私立大学の学生ではなく、
日本の潜在的労働力のボリュームゾーンである中堅の私立大学の学生に焦点を当てる。一
部のエリート層ではなく、日本の労働力の中心となりえる層としての中堅大学の大学生に
焦点を当て、キャリア発達のメカニズムを解明することは急務であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、中堅大学に通う日本人大学生のキャリア発達のプロセスについて検討

することであった。大学全入となった現代、大学生と一言に括ることができないほど大学生
間の学力に多様性があるものの、大学入学時に求められる偏差値の異なる大学群の違いを
明確にした大学生のキャリア発達研究はまだなされていない。本研究では入学時の偏差値
45-55 を目安とした中堅大学の学生に焦点を当て、キャリア発達の様相を明らかにすること
を目的とした。 
また中堅大学の学生のキャリア発達の特徴をより明確にとらえるために、選抜制の高い

大学の学生との比較調査を実施した。加えて、今後日本の労働力の減少を補うために、新卒
市場にも海外のグローバル人材が参入すると考えられる。中堅大学の学生との潜在的な協
働者として、将来的に多量な流入が予測されるインドネシアの大学生に同様の調査を行っ
た。 
 
３．研究の方法 
（１）研究１ 
キャリア発達の測定にあたり、青年後期及び成人初期の職業選択時の課題とされる「アイ

デンティティ(同一性)の形成」(Erikson, 1959, 1968)を指標として調査を行った。マシャ
(1966, 1980)はエリクソンの論を発展させ、「危機」「関与」の 2変数で同一性の地位の判定
を試みたが、その判定方法は半構造化面接によるものであった。そこで、加藤(1983)は日本
の大学生を対象にマシャの理論に基づき、質問紙を開発した。本研究では「同一性地位判定
尺度」（加藤, 1983）を使用し、2016 年に東京の７つの中堅大学の学生 475 名に質問紙調査
を実施した。 
次に、アイデンティティ形成は発達のプロセスである(Kroger, Matinussen, & Marcia, 

2010)ことから、縦断研究を行った。上記の調査対象者から、異なる同一性地位に判定され
た 2016 年当時大学 2 年生 8 名を抽出した。2017 年、2018 年の 3 年間にわたって、調査対
象者が就職活動を終了する 4 年次後期まで、彼らの発達変容過程を質問紙調査とインタビ
ュー調査で分析した。半構造化面接によるインタビュー調査では、調査対象者の自己分析ツ
ールとして「キャリア＆アイデンティ・ワークシート」（番田,2015）を用い、ナラティブデ
ータを収集したのち、質的データ分析手法として複線径路等至性モデリング（TEM）（サトウ, 
2009; 安田・サトウ, 2012, 2017）を使用した。4年次後期時点で「就職活動 活性・満足
群」と「就職活動 不活性・不満足群」の 2群に分け、それぞれの群に所属する調査対象者
が共通に体験する事項や意思決定方略を調査した。 
 

 
（２）研究２ 
キャリア発達の測定にあたり、「アイデンティティの形成」に並ぶ指標として、社会人へ

の移行期において個人の組織社会化と社会的自立とのはざまで課題となる「人間の個別性」
に着目して調査を行った。個別性や独立に関する研究は西洋では盛んであるが、日本では加
藤・高木(1980)、小野寺(1993)、池田(2000)以外はさほどなされていない。落合(1983)は個
別性を孤独感の視点から分析し、孤独感の成熟によって個別化・独立の感覚を測定する尺度
を開発した。本研究では「孤独感類型別判定尺度」(落合, 1983)を使用した。 
質問紙調査実施方法、縦断研究方法は研究１と同様である。 
 

（３）研究３ 
研究 1・研究２から導き出された結果により、省察的自己覚知(自己の学習過程や思考過

程における個人の制御について、観察し理解する機能)(Ridley, 1991)を刺激するとキャリ
ア発達が促されるのではないかという仮説を立て、実験的検証を行った。2017 年に中堅大
学の 2年生 24名に対して、これまでのキャリア選択時における自己の意思決定を俯瞰させ
るワークショップを実施した。ワークショップでは、複線径路等至性アプローチ(安田・滑



田・福田・サトウ, 2015)、対話的自己理論（Hermans & Hermans-konopka, 2010; Hermans 
& Kempen, 1999） を援用し、「対話的自己 I ポジションシート」(番田・杉森, 2017)を使
用して、学生たちに自己分析を行わせた。ワークショップの事前事後に「キャリアアクショ
ン・ビジョンテスト」(下村・八幡・梅崎・田村, 2009)「大学生のためのキャリアレジリエ
ンス尺度」(児玉, 2017)「キャリア探索尺度」(安達, 2010)を用いた質問紙調査を実施し
た。  
２年後 2019 年、調査対象者が就職活動を終えた 4年次後期に、彼らの進路の結果により

「さらなる学修群（休学して語学留学に進む）」「就職成功群」「就職妥協群」「進路未決定未
行動群」の 4群に分け、質問紙調査結果の差異を分析した。 
 
（４）研究４ 
新卒市場における中堅大学の学生の特徴を明確化するために、比較文化的研究を行い、中

堅大学生、選択性の高い大学の学生、インドネシアの大学生を対象に、共分散構造分析（SEM）
を用いてキャリア発達モデルの比較をした。 
インドネシアの大学への調査にあたっては、研究１・研究 2の質問紙を、研究代表者とプ

ロの日英通訳者とで、バックトランスレーションメソッドを用いて日本語から英語に変換
した。その後、2016 年にインドネシアの PGRI アディブアナ大学の英語教員に協力を頂き、
同じくバックトランスレーションメソッドを用いて、英語からインドネシア語に変換した。
インドネシア語に訳された質問紙は、国立インドネシア教育大学と私立の PGRI アディブア
ナ大学の協力のもと、2017 年に授業内で調査が実施され、両大学の合計 474 名の学生から
回答を得た。 
選抜制の高い大学への調査に関しては、関西の旧帝国大学の学生 225 名を対象に、2019

年に、研究 1・研究 2の質問紙調査を実施した。 
 
 
４．研究成果 
（１）研究１ 
アイデンティティ形成の視点からキャリア発達過程を検証したが、「就職活動 活性・満

足群」と「就職活動 不活性・不満足群」に大きな差異がみられた。 
「活性・満足群」は、大学入学以前に主体的な活動をし、進路決定をしている。しかしな

がら、大学入学時にアイデンティティの再構築が起き、自己の刷新がなされていた。大学入
学後の活動に主体性があるものの、大学 2 年次では自己のアイデンティティ形成を「不活
性」ととらえている傾向があり、学年が進むごとに「危機の経験を伴った不活性」「活性」
へと上昇変化し、就職活動が成功裏に終了した際に「達成」に達する傾向にあった。以上の
結果から、「就職活動 活性・満足群」では、省察的自己覚知(Ridley,1991)が優れているこ
とが示唆された。 
一方で、「不活性・不満足群」には、小学生時から集団行動に不適応であった記憶のナラ

ティブが見られるものの、大学 2 年次の時点で自己のアイデンティティ形成を「達成」とと
らえている傾向にあった。ところが、「達成」ととらえている時期のナラティブには、実際
の活動への関与の報告はなく、自己の認知と現実に矛盾が生じていることが確認された。縦
断研究の結果、学年の上昇に伴い、「達成」から「不活性」への下降変化がみられ、4年次の
就職活動終了時に向かって、キャリア形成行動ができていないことへの自覚が見られた。
「不活性・不満足群」には、省察的自己覚知能力になんらかの問題が生じていることが示唆
された。 
 

（２）研究２ 
尺度の探索的因子分析により、中堅大学の学生の孤独感の構成は「生まれながらの孤独性」

と「相互共感性」の 2因子構造であることが確認できた。この 2因子構造をクラスター分析
にて群分けしたところ、4群：「独立群」（生まれながらの孤独性が高く、相互共感性も高い）
24％、「孤独性のない協調群」29％、「孤独性のない強い共感群」42％、「孤立群」(生まれな
がらの孤独性が高く、相互共感性は低い)5％ であることが見い出された。つまり、中堅大
学の学生は、人間は生まれながらに孤独であるという、個である感覚を持っておらず、人間
は互い理解共感が可能であるという感覚がある者が、全体の 71％を占めることが明らかに
なった。 
青年期の成長を、上質な孤独感の醸成であるととらえていた落合(1983,1989,1999)の研

究とは、齟齬の生じる結果になった。欧米でアイデンティティの到達として重要視される
「個の意識」つまり「独立」ではなく、日本の中堅大学の学生は「独立意識よりも、自己と
他者の相互理解」の感覚を持っている傾向があることが示された。 
 
（３）研究３ 
中堅大学の調査協力学生の就職活動結果により 4 群に分け、キャリア発達に関する回答

の分散分析を行ったところ、「進路未決定未行動｣群は、省察的自己覚知へ刺激を与えてもキ



ャリア発達が促進されなかった。「就職妥協」群は自己の問題解決能力に関して楽観視が生
じることが明らかになった。一方で、「就職成功」群は、省察的自己覚知に刺激を与えられ
ることにより、自己の問題解決能力に関する捉えなおしを行い、反省が生じていることが見
い出された。「さらなる学修群」は意思決定においてどの群よりも平均値が高く、意思決定
への高い自覚のみならず、その後の行動を起こしていることが明らかになった。 
つまり、「進路未決定未行動」群では、省察的自己覚知能力への何らかの問題が確認され、

「就職妥協」をする学生は、現実問題に対して、楽観的に受け入れる方略をとることが明ら
かになった。「就職を成功」させる学生は、省察的自己覚知能力が優れていることが明らか
になり、研究１の結果が支持された。 
 
 
（４）研究４ 
キャリア発達モデルを構築するにあたって、個別性（孤独感類型尺度）の因子分析による

下位尺度が、アイデンティティ発達（同一性地位判定尺度）の達成要因である「関与」に影
響を及ぼすという仮説を立て、モデルを構成した。 
最も顕著な特徴として、中堅大学の学生は「相互共感性」が「探索と関与」に影響を及ぼ

していた。一方で、選抜性の高い大学の学生は「個である感覚」や「孤立観」が「関与」に
影響していた。インドネシアの大学生は、個人内の発達課題よりも社会的要因の方が「関与」
に影響を及ぼしていることが見出された。 
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